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訪問調査日 平成24年2月10日

広い敷地と3ユニットと言う大所帯を活かし日頃より各階でのご利用者様同士の交流を深めて
います。またご利用者様行動に目的や達成感を肌で感じていただける様、階段には「昭和想
ひ出ツアー」と題してレトロな空間を出すことによりご利用者様の回想に役立たせて頂いており
ます。また社会貢献・地域交流の一環としてエコ活動にも注力を注ぎ市内のエコ祭りにエント
リーしたり、社内事例検討会の2年連続全国大会にも出場させて頂いております。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
３ユニットをもつ堅牢な外観の建物ではあるが、建物内は気の利いた装飾がおこなわれ、家庭的な雰
囲気が醸し出されている。ユニットごとに「和」「笑」「ひとりひとりを大切に」などのコンセプトを設けてい
て、生活の場として特色のある雰囲気が実現されている。機能訓練の取り組みとして建物の階段を
使った「昭和想ひ出ツアー」を開催し、「心から楽しみながら、運動もできる」という趣旨で心身機能の維
持向上につなげている。また、「エコ委員会I　love　smile」の活動も２年を迎え、沼津市主催行事への
参加も継続している。最近の職員の取り組みとして「入居者の心が動く瞬間を大切にする」という目標
を掲げ、事業所主導の誘導から利用者のペースに合わせた生活様式の確立にむけて取り組んでい
る。今後も研修や会議を通じて、職員間での模索を続けていくという。
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

59

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F
合同）

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

毎朝の朝礼や会議前に職員全員で理念の
唱和を行っている。また、トイレ等、目につく
場所に掲示し常に意識できるように努めてい
る。

運営理念とホームの目標、クレド（ケアの信条）
を毎朝唱和している。ユニットリーダーを中心とし
て職員で作成した年間目標と月刊目標に向かっ
て一丸となって取り組んでいる。職員は以前より
観察力も増し、会議での発言が増えるなどプラ
スの効果がみられている。

お祭りや防災訓練等、地域行事に積極的に
参加している。また、エコ活動の一環として地
域清掃を行ったり、プルタブ、エコキャップ回
収を地域の方々にも協力していただいてい
る。

祭典では山車が事業所によってくれる関係がで
きていて、利用者にも好評を得ている。また、海
岸の定期清掃などの社会活動にも参加してい
る。ボランティア活動の役員を務めていた家族の
紹介もあり、種々のボランティア訪問が頻繁にお
こなわれている。

介護相談を常に受け入れるようにしている。
また、ホーム見学も随時受け入れており介護
について話している。

運営推進会議では、参加していただいた
方々に必ず活動報告を行い、サービス向上
するべくご意見をいただいている。また、いた
だいたご意見はすぐに実践に活かすよう努
めている。

運営推進会議は普段使っている共用空間で開
催し、利用者を交えて開催している。参加者には
自治会長、民生委員、家族、地域包括職員など
が含まれ、スライドで写真を交えて運営の様子を
分かりやすく説明している。

運営推進会議開催にあたり自治会、老人
会などを対象として研修会を開催したり、
消防署や近隣の施設などから幅広い職
種の参加が期待される。

おもにホーム長が担当し毎週木曜を活動の
日とし、地域や事業所に積極的に行くように
している。

運営推進会議には地域包括支援センター職員
が参加しているが、市職員の参加は少ない。そ
のため議事録などを手渡しで届けるようにしてい
る。グループホーム連絡協議会では研修委員を
担っていて、研修開催にあたり市と協力すること
も多い。

できるかぎり施錠しないようにしている。全体
研修で議題として取り上げ定期的に代表者
が勉強会を行っている。

日中はできるだけ施錠せず、職員による見守り
をおこなっている。身体拘束について全体研修
を通して理解を進めている。「ちょっと待ってて」と
いう言葉にも拘束の意味が含まれることがある
として声掛け方法など、利用者を拘束しないケア
について指導している。

今後も定期的に議題に取り上げ勉強会を
行っていく予定である。

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

今後、全体会議の議題にとりあげ学んでいき
たい。

十分な理解が得られるよう時間を作り説明し
ている。また、書面でも確認や承諾を得てい
る。

御家族様アンケートを定期的に実施したり、
玄関に意見箱を設置している。ご意見はすぐ
に実践に活かせるよう努めている。

運営推進会議への家族の参加率も高く、ユニッ
トによっては全家族が参加することもある。法人
で年１回家族アンケートを実施していて、各ユ
ニットで改善に反映させている。館内の清掃や、
食事のメニューのボード化など家族からの意見
を取り入れて運営に活用された例もある。

個人面談を行い意見を聞くように努めたり、
職員会議等で意見と聞いている。また、定期
的に職員アンケートを行っている。

年２回個人面談を実施している。面談はヒヤリン
グ的な要素も含まれ、運営に対する意見を聞い
たり、職員の目標を再確認する場としても役立て
ている。また「スタッフ満足度アンケート」を匿名
で実施し「利用者も職員も大切」として職員から
の要望を把握している。

定期的に職員の評価を実施している。また、
個人面談を実施している。

全体会議を利用し、外部より講師をお招きし
研修を行っっている。その他、外部で行われ
る研修も積極的に参加を呼びかけている。

グループホーム連絡会に参加しているが、職
員同士が交流できる機会はあまりない。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入居前に必ずアセスメントを行いケア会議を
実施している。また御家族様に確認も意見を
いただいている。

入居前に必ず、御本人、御家族様より話しを
聞きアセスメントしている。

他のサービスが必要だと判断した際は提案
している。またその際には他の機関と連携を
とっている。

ユニットごと職員を固定で対応し顔馴染みの
関係を築いている。

ケア会議や運営推進会議に参加していただ
いたり、外出の際に協力していただいてい
る。

面会は随時受け入れ友人の方々がご面会
に良くおとずれている。

毎月「はまかぜ通信」を発行し、個別に手紙を添
えて家族に送付している。外泊や、墓参などの
希望があれば、できるだけ家族の支援を活用し
て外出できるようにしている。保証人以外にも知
人、近所の友人なども面会に訪れ、久しぶりの
面会に利用者から笑顔がみられることも多いと
いう。

リビングや食堂で自由に過ごしている。くつろ
げるようソファーも設置している。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

必要な際は介護相談を随時受け入れてい
る。

年賀状や暑中見舞いのやり取りを続け繋が
りを大切にするよう心がけている。

昨年度からの取り組みとして「どんなときに喜ん
でいるのか」など、利用者のプラス面に目を向け
た気づきを記録するようになっている。日頃の介
護記録や家族からの発言のほかにも、利用者か
らの”つぶやき”を尊重することで意向の把握に
努めている。

定期的にケア会議を行い、会議の前には必
ず担当者が御本人より話しを聞くようにして
いる。また専用のアセスメントシートを使って
いる。

毎日記録を記入したり、日報を活用しスタッフ
間で申し送りを充実させている。

御本人の希望を会議前に担当者がアセスメ
ントし、御家族からも必ずご意見を聞くように
しながら担当者会議を行っている。また会議
に御家族様も参加していただいている。

「ケアプランチェック表」を利用者ごとに毎日職員
が記入することで、プランの達成状況が一目で
わかるようになっている。また、家族からの意向
を聞くためにあえて「家族の意向」欄を空白にし
ておいて、家族からの同意を得る際に手書きで
要望を得るなどの工夫もおこなっている。

担当者が定期的に気づきシートを記入してい
る。日々に気づきより工夫改善する事はユ
ニットリーダーとその都度相談し改善するよう
にしている。

その時々にニーズにこたえるよう現在、外出
や受診など努力して行っている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

地域資源を活用するよう心掛けている。ま
た、より、多く活用できるよう把握していきた
い。

入居前からのかかりつけ医を継続して頂く
か、ホームのかかりつけ医に診て頂くか十分
話し合い援助している。

入居前に協力医に変更するかどうかの確認をし
ている。協力医以外への受診については原則と
して家族に依頼している。日頃の健康状態を医
師に伝える際には介護記録を一部抜粋して渡す
こともあり、医師からの指示については受診記録
に残している。

体調管理には十分注意しており変化や気づ
いたことはホームの看護師に相談し指示を
あおぐようにしている。

出来る限り状態把握に努めるように、入院先
にも行っている。また、ホーム側より積極的
に関係作りに努めている。

入居時に必ず説明し話し合うようにしてい
る。また、書面でも方針の確認をとるようにし
ている。

事業所として重度化への対応は困難で、看取り
まではおこなえないとの方針をもつ。このことを
入居前に家族に対して説明し、同意を得ている。
緊急時への備えとして、協力医や看護師との24
時間の連絡体制を備えている。

定期的に勉強会を実施している。

防災訓練は定期的に実施している。地域の
方の協力体制は、今後より充実させてく必要
がある。

今年度初めて、火災だけでなく津波に対する訓
練もおこなった。６分で移動することができたとは
いえ、実際には予想出来ない事もあるとして課
題を再確認している。昨年までは職員だけで地
域の防災訓練に参加していたが、今年度からの
取り組みとして徐々にではあるが利用者も参加
するようになっている。

津波災害について不安を解消するため、
訓練および結果の情報開示を継続するこ
とを期待する。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

意識するよう、職員間でも注意し合うようにし
ているが、まだ徹底できているところまでは
いっていない。

一昨年前に接遇の研修をおこない、徐々に職員
の対応が向上してきている。例えば、「お風呂に
入りましょう」ではなく「お風呂で汗を流しましょ
う」など「心に働きかける」言葉がけをおこなって
いる。今後は個性に合わせた言葉がけができる
ことをめざしている。

色々な場面で、できるかぎり御本人の希望を
聞くようにしているが、より一層御本人の思
いにそえるようにしていきたい。

どのように過ごしたいのかその方のペースに
そえるように心がけているが、職員の人員が
足りないと希望に添えない場面もある。

洋服の好みを把握したり、化粧を御自分でさ
れる方もいる。

献立を書いていただいたり、味噌汁の具材切
り、米をとぐなどを職員とやっていただいてい
る。また好みに合わせ、おにぎりやパンを用
意している。

調理は１階の厨房で作っているが、朝夕の炊飯
や味噌汁は各ユニットで調理している。ご飯の炊
ける香りや音も体感してもらえるように、炊飯器
は共用空間に置かれている。玄関および各ユ
ニットに１日の献立が掲示されていて外部の者
にも分かりやすくなっている。

食事量や水分量をチェック表を使い管理して
いる。食事形態なども御本人に合わせて提
供している。

毎食後、声掛けや見守り、介助を御本人の
状態に合わせ行っている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部
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自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

記録やチェック表を参考に排泄介助してい
る。随時会議で排泄の自立に向け介助方法
の話し合いをしている。

排泄の記録に加えて、利用者の状態を観察する
ことで適切なタイミングでの誘導に活かしてい
る。入居前にリハビリパンツであったが、自立に
向けた排泄介助により自立になった例もある。食
生活の改善により、自然排便を促すようにしてい
る。

個々の状態に合わせ毎日、牛乳を飲みやす
いよう工夫し提供たり、運動の援助も積極的
に行っている。

希望に沿った入浴ができるよう心がけ、一人
一人ゆっくり入浴を楽しんでいただけるよう介
助している。

マンツーマンでの入浴介助をおこなっている。湯
は利用者ごとに張り変え、足ふきマットも毎回清
潔なものに交換している。身体機能の低下によ
り浴槽への入浴が困難になっている利用者につ
いて、入浴の提供方法についてが今後の検討課
題である。

個々のタイミングで眠れるように援助してい
る。また睡眠環境も個々に合わせ提供してい
る。

毎月、会議の際、職員全員で確認するように
している。変化があった方も報告書を作り確
実に申し送りをするようにしている。

外掃除など家事を職員を行ったり、音楽を生
活にとりいれたり、外出レクを定期的に計画
している。

外食、散歩、買い物などに行っている。御家
族様や地域の方々と協力しながらの外出の
支援はできていない。

天気の良い日は敷地内や建物周辺のコースを
散歩している。冬期は風も強く屋外での活動は
不向きなため、建物の階段を使い「昭和想ひ出
ツアー」と題して歩行訓練をおこなっている。外
食にも出掛けていて、利用者からは回転寿司が
特に好まれるという。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部
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自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

季節ごと飾りを変え楽しんでいただけている
様子である。落ち着いた雰囲気を心がけてい
る。

生活感を失わないように、幼稚にならないように
というルールのもと自由にレイアウトしている。１
階は日めくりカレンダーなどが掲示されている。
屋外には菜園があり、季節ごとの野菜や花を育
てている。

個人でお金を所持し買い物される方もいる。

希望があればその都度対応している。手紙
は玄関にポストを設置し気軽に手紙が出せ
るよう援助している。

居室、トイレの表示など分かりやすいよう工
夫している。

リビングや廊下、玄関にソファーやベンチを
置き自由にくつろげるようにしている。また、
リビングに図書コーナーを作り自由に楽しめ
るようにしている。

なるべく使い慣れたものや好みのものを持っ
て来ていただくように協力していただいてい
る。畳をひいている方もいる。

１階の居室では、鏡台の周りに創作レクリエー
ションで作成した小物を飾っていたり、畳みを敷
いて布団で生活している部屋が見られた。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F
合同）

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

職員の目のつく場所に掲示、また毎日の朝
礼で唱和し、意識、実践に繋げられるように
努めている。

運営理念とホームの目標、クレド（ケアの信条）
を毎朝唱和している。ユニットリーダーを中心とし
て職員で作成した年間目標と月刊目標に向かっ
て一丸となって取り組んでいる。職員は以前より
観察力も増し、会議での発言が増えるなどプラ
スの効果がみられている。

地域のお祭りや、防災訓練、地域清掃に参
加している。

祭典では山車が事業所によってくれる関係がで
きていて、利用者にも好評を得ている。また、海
岸の定期清掃などの社会活動にも参加してい
る。ボランティア活動の役員を務めていた家族の
紹介もあり、種々のボランティア訪問が頻繁にお
こなわれている。

運営推進会議を通じ呼びかけている。

貴重な一つ一つの意見を大切にし活かして
いくように話し合いサービスの向上に向け努
力している。

運営推進会議は普段使っている共用空間で開
催し、利用者を交えて開催している。参加者には
自治会長、民生委員、家族、地域包括職員など
が含まれ、スライドで写真を交えて運営の様子を
分かりやすく説明している。

運営推進会議開催にあたり自治会、老人
会などを対象として研修会を開催したり、
消防署や近隣の施設などから幅広い職
種の参加が期待される。

ホームの担当者が取り組んでいる。

運営推進会議には地域包括支援センター職員
が参加しているが、市職員の参加は少ない。そ
のため議事録などを手渡しで届けるようにしてい
る。グループホーム連絡協議会では研修委員を
担っていて、研修開催にあたり市と協力すること
も多い。

身体拘束の無いケアを継続し行っています。

日中はできるだけ施錠せず、職員による見守り
をおこなっている。身体拘束について全体研修
を通して理解を進めている。「ちょっと待ってて」と
いう言葉にも拘束の意味が含まれることがある
として声掛け方法など、利用者を拘束しないケア
について指導している。

定期的に全体会議や、フロアー会議で話し
合い考えながらそのような事の無いように注
意、防止に努めている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

まだ十分に出来ていない。

ホーム担当者が行っています。入居後でも不
安や疑問の申し出がある時にはその都度安
心して頂けるまでお話を聞くようにしている。

ホーム玄関に置いてある意見箱やアンケート
の配布などで機会を設けその意見を反映出
来る様努力している。

運営推進会議への家族の参加率も高く、ユニッ
トによっては全家族が参加することもある。法人
で年１回家族アンケートを実施していて、各ユ
ニットで改善に反映させている。館内の清掃や、
食事のメニューのボード化など家族からの意見
を取り入れて運営に活用された例もある。

月に１回会議の場を設け意見や提案を聞け
る環境を作っている。

年２回個人面談を実施している。面談はヒヤリン
グ的な要素も含まれ、運営に対する意見を聞い
たり、職員の目標を再確認する場としても役立て
ている。また「スタッフ満足度アンケート」を匿名
で実施し「利用者も職員も大切」として職員から
の要望を把握している。

半年に１回自己評価を行ってもらいそれをも
とに一人一人と話す時間を持ってもらい各自
向上を持って働いて頂ける様に努めている。

一人一人に応じた研修を提供し参加を促して
いる。

グループホーム連絡会で同業者との交流で
きる機会に参加し、様々な活動を通じサービ
スの向上に取り組んでいる。

11/25



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入居時には特に積極的に関わりを持つ事を
心がけ本人との信頼関係を築き安心して生
活して頂ける様努めている。

入居前より家族の言葉にできるだけ耳を傾
け家族の思いを尊重し信頼して頂けるような
関係作りに努めている。

本人と家族の言葉の中から、今本当に必要
としている事を見極め、家族に相談しながら
その事に対応出来る様に努めている。

介護する側とされる側という一方的な関係で
はなく生活を通じてお互いに支え合うような
関係づくりに努めている。

本人がその人らしく安心して穏やかに過ごす
事が出来る様家族と協力し合える関係で入
れるよう努めている。

親族や友人との面会時間を楽しんで頂いた
り、時には家族と馴染みの場所に外出して頂
いたりしながら支援に努めている。

毎月「はまかぜ通信」を発行し、個別に手紙を添
えて家族に送付している。外泊や、墓参などの
希望があれば、できるだけ家族の支援を活用し
て外出できるようにしている。保証人以外にも知
人、近所の友人なども面会に訪れ、久しぶりの
面会に利用者から笑顔がみられることも多いと
いう。

職員が間に入り、利用者同士がコミュ二ケー
ションを取れるような支援をしたり、行事など
を通じて関わりあいを多く持てるよう努めて
いる。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

必要に応じて相談を受けたりしながら対応に
努めている。

一人ひとりの思いを尊重し、出来る限り本人
の意向に添ったサービスが出来る様心掛け
ている。

昨年度からの取り組みとして「どんなときに喜ん
でいるのか」など、利用者のプラス面に目を向け
た気づきを記録するようになっている。日頃の介
護記録や家族からの発言のほかにも、利用者か
らの”つぶやき”を尊重することで意向の把握に
努めている。

会議等で仲間と情報を共有しながら、職員全
員が把握していける様努めている。

毎日の朝礼や申し送りを通して、変化など
あった場合はその都度対応していける様努
めている。

３ヶ月に１回、ユニットにて担当者会議を行
い、それにもとづきケアプランを作成し、家族
に説明しながら、その都度家族の意見も聞き
作成に反映させている。

「ケアプランチェック表」を利用者ごとに毎日職員
が記入することで、プランの達成状況が一目で
わかるようになっている。また、家族からの意向
を聞くためにあえて「家族の意向」欄を空白にし
ておいて、家族からの同意を得る際に手書きで
要望を得るなどの工夫もおこなっている。

個別の介護記録や日中と夜間、１日２回のケ
ア日報を毎日記入し、それを仲間と確認しな
がら介護計画の見直しに活かしている。

本人や家族と話し合い、状況を把握しなが
ら、色々なかたちでサービスが提供出来る様
努めている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

地域活動になるべく参加できるように意識を
持ち予定を組んでいる。

医療機関との連帯を常にとり、Ｄｒとの信頼関
係のもと、入居者の健康管理に努めている。

入居前に協力医に変更するかどうかの確認をし
ている。協力医以外への受診については原則と
して家族に依頼している。日頃の健康状態を医
師に伝える際には介護記録を一部抜粋して渡す
こともあり、医師からの指示については受診記録
に残している。

入居者一人ひとりの体調変化、気付き、相談
は、看護師と、情報交換に努めている。

入退院時、医療機関と十分連携が取れるよ
う、関係づくりに努めている。

家族に協力していただき、本人に一番良い
方法をとっている。

事業所として重度化への対応は困難で、看取り
まではおこなえないとの方針をもつ。このことを
入居前に家族に対して説明し、同意を得ている。
緊急時への備えとして、協力医や看護師との24
時間の連絡体制を備えている。

定期的に会議や研修などを通して、実践力を
身に付けている。

防災訓練を定期的に実践している。地域の
協力体制は今後の課題である。

今年度初めて、火災だけでなく津波に対する訓
練もおこなった。６分で移動することができたとは
いえ、実際には予想出来ない事もあるとして課
題を再確認している。昨年までは職員だけで地
域の防災訓練に参加していたが、今年度からの
取り組みとして徐々にではあるが利用者も参加
するようになっている。

津波災害について不安を解消するため、
訓練および結果の情報開示を継続するこ
とを期待する。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

日々スタッフ間でコミュニケーションをとり気
付き、行動を反省して入居者様の人格を尊
重した対応が出来る様に心がけている。

一昨年前に接遇の研修をおこない、徐々に職員
の対応が向上してきている。例えば、「お風呂に
入りましょう」ではなく「お風呂で汗を流しましょ
う」など「心に働きかける」言葉がけをおこなって
いる。今後は個性に合わせた言葉がけができる
ことをめざしている。

本人の意志を尊重し思いや希望に耳を傾け
るように努めている。

一人一人のペース思いに添った支援が出来
る様に努めている。

特に介助の必要な方の能力を損なわない支
援に気を伝ている。

入居者様のペースを大事にしている。片付け
の出来る方に関しては一緒に行っている。

調理は１階の厨房で作っているが、朝夕の炊飯
や味噌汁は各ユニットで調理している。ご飯の炊
ける香りや音も体感してもらえるように、炊飯器
は共用空間に置かれている。玄関および各ユ
ニットに１日の献立が掲示されていて外部の者
にも分かりやすくなっている。

食事量、水分量のチェック表を)付けて一人
ひとりの健康状態、把握に努めている。

一人一人の口腔内の状況に応じて、歯ブラ
シ、マウスウォッシュ、入れ歯洗浄剤等を使
い口腔内の清潔に努めている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

排泄チェック表をもとにトイレ誘導を行い排泄
のパターン、習慣を活かし自立に向けた支援
を行っている。

排泄の記録に加えて、利用者の状態を観察する
ことで適切なタイミングでの誘導に活かしてい
る。入居前にリハビリパンツであったが、自立に
向けた排泄介助により自立になった例もある。食
生活の改善により、自然排便を促すようにしてい
る。

個々に応じた十分な水分や、運動への働き
かけを無理なく楽しみながら行って頂く事が
出来る様に努めている。

十分ではないが外に散歩に出掛ける機会等
を出来る限り増やしていける様に努めてい
る。

天気の良い日は敷地内や建物周辺のコースを
散歩している。冬期は風も強く屋外での活動は
不向きなため、建物の階段を使い「昭和想ひ出
ツアー」と題して歩行訓練をおこなっている。外
食にも出掛けていて、利用者からは回転寿司が
特に好まれるという。

ゆっくりと楽しみながら入浴して頂けるよう
日々努めている。

マンツーマンでの入浴介助をおこなっている。湯
は利用者ごとに張り変え、足ふきマットも毎回清
潔なものに交換している。身体機能の低下によ
り浴槽への入浴が困難になっている利用者につ
いて、入浴の提供方法についてが今後の検討課
題である。

入居時や日々の様子をもとに一人一人に
合った支援に努めている。

ご本人や家族に聞き楽しみや、喜び、張り合
いを持った支援が出来る様に努めている。

十分とは言えないが服薬に関しては十分に
注意し薬の把握に関してはすぐに目的、用法
などがわがるように薬の説明書を個人のファ
イルにはさみ確認できるようにしている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

お小遣い帳で管理しており、個々に所持でき
る対応は、行っていない。

椅子に目立つ布を貼り、転倒防止に努めて
いる。

３階の居室では、カーペットを敷いて家具
を備えることにより自宅と見間違うような
居室もみられ、利用者ごとの個性あふれ
る空間づくりがみられた。

リビングで過ごしていただく時、本人の様子
を見ながら、ソファーに座っていただく食卓の
席の配置など、工夫している。

入居者から不満の声もなく、気持ちよく生活
していただいている。

生活感を失わないように、幼稚にならないように
というルールのもと自由にレイアウトしている。２
階は「笑」をコンセプトとして外出やイベントの際
に利用者が笑顔あふれている写真が掲示されて
いる。

家族と相談、協力により、普段使用していた
ものを持って来ていただき、居心地良く過ご
していただくよう努めている。

２階の居室では、ベットや鏡台など自宅で使って
いた家具を持ち込むことにより落ち着いて過ごす
ことが出来る部屋づくりが視認された。

寂しいとき、不安、不穏が解消出来る様、電
話は、本人より希望があった際、使用してい
る。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F
合同）

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

リーダー会議、各ユニット会議、朝礼を通じ
て、スタッフ皆で唱和し、理念を周知できるよ
うにしている。

運営理念とホームの目標、クレド（ケアの信条）
を毎朝唱和している。ユニットリーダーを中心とし
て職員で作成した年間目標と月刊目標に向かっ
て一丸となって取り組んでいる。職員は以前より
観察力も増し、会議での発言が増えるなどプラ
スの効果がみられている。

地域で開催される防災訓練や清掃活動に参
加している。

祭典では山車が事業所によってくれる関係がで
きていて、利用者にも好評を得ている。また、海
岸の定期清掃などの社会活動にも参加してい
る。ボランティア活動の役員を務めていた家族の
紹介もあり、種々のボランティア訪問が頻繁にお
こなわれている。

運営推進会議を２ヶ月に１度開催し、地域の
方を招待して、会議の中で認知症の人の理
解や支援の方法を一緒に学習している。

運営推進会議に地域の方や御家族様、御入
居者様を交え、日頃のホームでの活動報告
や意見が頂ける場としてサービスの向上に
努めている。

運営推進会議は普段使っている共用空間で開
催し、利用者を交えて開催している。参加者には
自治会長、民生委員、家族、地域包括職員など
が含まれ、スライドで写真を交えて運営の様子を
分かりやすく説明している。

運営推進会議開催にあたり自治会、老人
会などを対象として研修会を開催したり、
消防署や近隣の施設などから幅広い職
種の参加が期待される。

市町村と連携できるような機会を設け、連携
を密にしていくようにしたい。

運営推進会議には地域包括支援センター職員
が参加しているが、市職員の参加は少ない。そ
のため議事録などを手渡しで届けるようにしてい
る。グループホーム連絡協議会では研修委員を
担っていて、研修開催にあたり市と協力すること
も多い。

身体拘束ゼロに向け、日頃のケアの見直し
をユニット会議の際に行い、拘束はしないよ
うに努めている。

日中はできるだけ施錠せず、職員による見守り
をおこなっている。身体拘束について全体研修
を通して理解を進めている。「ちょっと待ってて」と
いう言葉にも拘束の意味が含まれることがある
として声掛け方法など、利用者を拘束しないケア
について指導している。

高齢者虐待の防止に努めている。法律関係
については、研修への参加も含めて積極的
に行っていきたいと思う。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

権利擁護や関する制度についての理解はま
だ低いと思われるので、勉強会等も含め、学
ぶ機会を作りたいと思う。

契約時、御家族様との会話をする時間を十
分に時間を作り、不安や疑問を聞くようにし
ている。

御家族様アンケートを実施し、御家族様から
意見を聞く機会を設けている。

運営推進会議への家族の参加率も高く、ユニッ
トによっては全家族が参加することもある。法人
で年１回家族アンケートを実施していて、各ユ
ニットで改善に反映させている。館内の清掃や、
食事のメニューのボード化など家族からの意見
を取り入れて運営に活用された例もある。

御家族様アンケートを実施し、意見や提案を
聞き、今後の対策に向け、会社全体取り組ん
でいる。

年２回個人面談を実施している。面談はヒヤリン
グ的な要素も含まれ、運営に対する意見を聞い
たり、職員の目標を再確認する場としても役立て
ている。また「スタッフ満足度アンケート」を匿名
で実施し「利用者も職員も大切」として職員から
の要望を把握している。

職員各自が１年に２回自己評価を行い、日頃
の自分についての評価を行っている。その評
価をもとにして、管理者と面談し、課題を共有
し、向上心が持てるよう支援している。

全体会議の際、全体研修や意見の交換会な
どを行い、知識取得に励むと共に外部研修
にも日程を調整しながら参加するようにして
いる。

地域のグループホームと連絡を取り合い、情
報交換をするとともに、グループホーム連絡
会議に参加した際にも積極的に意見交換に
努めている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入居するまでに、自宅や施設等、入居者様
が生活されている場に足を運び、顔を覚えて
いただけるよう伺っている。伺った際には、御
本人様の話をよく聞き、信頼関係が少しでも
構築できるように努めている。

御本人様と同様に、御家族様会話する機会
を設け、困っていることや不安なこと等耳を
傾けながら関係づくりをしている。

御本人様や御家族様の要望をしっかり受け
止め、「その時」に必要であるサービスを専
門職の立場から見極めに対応するようにして
いる。

出来ることをしっかりと見極め出来ることに関
しては行っていただき、達成感を味わってい
ただけるように努めている。

御本人様ばかりではなく、御家族様との絆を
大切にして、共に支えられるように努めてい
る。

御家族様と相談しながら、これまでに行った
馴染みの人に会いに行ったり、馴染みの場
所に行ける様に支援している。

毎月「はまかぜ通信」を発行し、個別に手紙を添
えて家族に送付している。外泊や、墓参などの
希望があれば、できるだけ家族の支援を活用し
て外出できるようにしている。保証人以外にも知
人、近所の友人なども面会に訪れ、久しぶりの
面会に利用者から笑顔がみられることも多いと
いう。

スタッフ一人ひとりが入居者様の情報をしっ
かりと把握することに努めている。入居者様
が孤立しないように、関わりを持ち、支えあえ
るように支援をしている。支障がある場合、
担当者会議を通じ問題の早期解決を目指し
ている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

入居時に築いた関係性を大切にして、サービ
ス利用が終了してからも御本人様や御家族
様の相談等がある際には、支援を行ってい
る。

入居者様とコミュニケーションがゆっくりと取
れる時間を設け、希望や意向を聞いている。
困難な場合にも、本人本位な視点を外れな
いように検討をしている。

昨年度からの取り組みとして「どんなときに喜ん
でいるのか」など、利用者のプラス面に目を向け
た気づきを記録するようになっている。日頃の介
護記録や家族からの発言のほかにも、利用者か
らの”つぶやき”を尊重することで意向の把握に
努めている。

これまでの暮らしを大切にという観点から入
居時に御家族様の協力を仰ぎ、情報収集を
行っている。

一人ひとりの現状の把握をケア日報やケー
ス記録、申し送りノートを活用して全員で情
報共有できるようにしている。

担当者会議やモニタリングの際に、より良い
暮らしが出来るよう意見を出し合い、その人
らしい介護計画が作成されるよう努力してい
る。課題としては、御家族様の担当者会議へ
の参加が出来ていない。

「ケアプランチェック表」を利用者ごとに毎日職員
が記入することで、プランの達成状況が一目で
わかるようになっている。また、家族からの意向
を聞くためにあえて「家族の意向」欄を空白にし
ておいて、家族からの同意を得る際に手書きで
要望を得るなどの工夫もおこなっている。

ケア日報やケース記録、申し送りノート等を
活用しながら、スタッフ間で情報を共有化して
いる。共有化した情報を実践や介護計画の
見直しに活かしている。

一人ひとりのニーズに対応出来るよう、固定
概念に捉われないで、柔軟な支援が出来る
様に努めている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

スタッフ各自が地域資源にはどのようなもの
があるかの把握に努め、地域の中でその人
らしい生活が送ることのできるように支援して
いる。

往診していただいている主治医と連携を密に
取りながら、御入居者様の希望に沿った医
療が受けられるように支援している。

入居前に協力医に変更するかどうかの確認をし
ている。協力医以外への受診については原則と
して家族に依頼している。日頃の健康状態を医
師に伝える際には介護記録を一部抜粋して渡す
こともあり、医師からの指示については受診記録
に残している。

看護師にいつでも連絡が取れるよう体制を
整えていて、早急に対応できるようにしてい
る。受診した際には、受診報告書を作成して
情報の共有をしている。

入退院時にスムーズに事が進むように、日
頃から病院関係者との連絡を密にして、関係
作りをしている。

重度化や終末期に向けては、御家族様と話
をする機会を設けて、いざその時に動くので
はなく、前もって準備をするよう、御家族様と
の共通認識となるよう話し合いをしている。

事業所として重度化への対応は困難で、看取り
まではおこなえないとの方針をもつ。このことを
入居前に家族に対して説明し、同意を得ている。
緊急時への備えとして、協力医や看護師との24
時間の連絡体制を備えている。

スタッフも入れ替わりがあり、救急対応の講
習を受けていない人もいるので、今年中には
講習会を開き、皆で勉強したいと思う。

前年、津波で大きな被害があったのを教訓
にして、津波時を想定した対応も検討するよ
うにしていく必要がある。

今年度初めて、火災だけでなく津波に対する訓
練もおこなった。６分で移動することができたとは
いえ、実際には予想出来ない事もあるとして課
題を再確認している。昨年までは職員だけで地
域の防災訓練に参加していたが、今年度からの
取り組みとして徐々にではあるが利用者も参加
するようになっている。

津波災害について不安を解消するため、
訓練および結果の情報開示を継続するこ
とを期待する。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

入居者様一人ひとりの尊厳を守れるような声
かけや対応を行えるようにしていきたい。

一昨年前に接遇の研修をおこない、徐々に職員
の対応が向上してきている。例えば、「お風呂に
入りましょう」ではなく「お風呂で汗を流しましょ
う」など「心に働きかける」言葉がけをおこなって
いる。今後は個性に合わせた言葉がけができる
ことをめざしている。

各入居者様の担当となっているスタッフを中
心として、本人の思いや希望が表出できるよ
う働きかけている。

入居者様一人ひとりのペースに合った、また
各個人の希望に沿った生活ができるよう援
助している。

起床時を初めとし、日中を通しても身だしな
みの整った気持ちの良い生活ができるよう援
助している。

食事が楽しみなものになるよう、家庭的な雰
囲気を大切にしながら、安全においしく食べ
て頂けるようにしている。

調理は１階の厨房で作っているが、朝夕の炊飯
や味噌汁は各ユニットで調理している。ご飯の炊
ける香りや音も体感してもらえるように、炊飯器
は共用空間に置かれている。玄関および各ユ
ニットに１日の献立が掲示されていて外部の者
にも分かりやすくなっている。

食事量や水分量が１日を通して確保出来る
よう、チェック表を用いて確認を行っている。

毎食後口腔内のケアの呼びかけを行い、口
腔内の清潔保持、誤嚥の防止をしている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

排泄チェック表を用いたり、スタッフ間で情報
共有しながら排泄の自立に向けての支援を
行っている。

排泄の記録に加えて、利用者の状態を観察する
ことで適切なタイミングでの誘導に活かしてい
る。入居前にリハビリパンツであったが、自立に
向けた排泄介助により自立になった例もある。食
生活の改善により、自然排便を促すようにしてい
る。

普段より適度な運動や十分な水分摂取を心
がけ、下剤に頼らない支援を目指している。

レクリエーションや歩行訓練の一環として、天
気の良い日は外へ散歩へのお誘いしてい
る。
今後も外出する機会を増やすようにしていき
たい。

天気の良い日は敷地内や建物周辺のコースを
散歩している。冬期は風も強く屋外での活動は
不向きなため、建物の階段を使い「昭和想ひ出
ツアー」と題して歩行訓練をおこなっている。外
食にも出掛けていて、利用者からは回転寿司が
特に好まれるという。

各入居者様、バランスの取れた入浴回数に
なっているよう心がけているが、入浴希望す
る方には１人でも多く入浴して頂けるよう努
めている。

マンツーマンでの入浴介助をおこなっている。湯
は利用者ごとに張り変え、足ふきマットも毎回清
潔なものに交換している。身体機能の低下によ
り浴槽への入浴が困難になっている利用者につ
いて、入浴の提供方法についてが今後の検討課
題である。

夜間帯の様子などと照らし合わせながら、無
理のない、規則正しい生活が送れるよう支援
している。

一人ひとり出来ること、共同生活の中で楽し
みながら手伝って頂けることを見つけ、無理
強いせずに行って頂いている。

病院受診の後は必ず受診報告書や申し送り
にて薬の変更や受診の詳細について情報共
有できるようにしている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　（１F、２F、３F合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

すべての入居者様が事務所でお金を把握
し、買いたい物がある時は、そこから出して
対応している。

一人ひとりの残存能力を大切に考え、できる
ことはなるべく御自分で行っていただくように
して、安全で自立した生活が送られるように
している。

仲の良い御入居者様を隣同士にしたり、思
い通りに過ごしていただくなどして、居場所を
作るようにしている。共同空間での独りの空
間というのは取れていないので、工夫が必要
である。

ユニット会議で、スタッフ皆で話し合い、御入
居者様が少しでも居心地のよくなるような共
同空間が作れるようにしている。

生活感を失わないように、幼稚にならないように
というルールのもと自由にレイアウトしている。３
階は「和」をコンセプトとして外出やイベントの際
に利用者が笑顔あふれている写真が掲示されて
いる。

御家族様に協力していただき、今まで使い慣
れた好みのものを持って来ていただくなどし
て、居室は居心地が良く過ごしていただける
ように工夫している。

３階の居室では、カーペットを敷いて家具を備え
ることにより自宅と見間違うような居室もみられ、
利用者ごとの個性あふれる空間づくりがみられ
た。

御本人様より電話や手紙のやり取りの希望
があった場合、すぐに支援をするようにして
いる。
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